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研究成果の応用可能性

関連文献／特許

これまでに抗がん効果が
認められなかった薬剤とNK
細胞を組み合わせることで、
その効果を引き出せる可能
性があります。また、NK 細
胞の臨床応用を共同で目指
すことで、培養に関連する薬
品、資材、周辺機器の新規開
発につながる可能性があり
ます。

膠芽腫以外のがんにも応
用可能です。
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 膠芽腫患者さんの末梢血から利便性の高いNK細胞を分離
培養し、患者さんの体内に戻すことにより抗腫瘍効果を得るこ
とができれば、新しい治療法となる可能性があります。

代表的な悪性脳腫瘍の一つである膠芽腫は、既存の治療に抵
抗性で予後不良です。そのため、新たな治療法として免疫治療 
に期待が集まっています。ナチュラルキラー（NK）細胞はがん 
細胞を直接攻撃する免疫細胞です。従来よりNK 細胞を用いた
膠芽腫に対する臨床研究が行われてきましたが、純度や培養効
率に問題があり、臨床応用には至っていません。また、最新の研
究では iPS 細胞などから NK 細胞を培養する研究も行われて
いますが、培養期間や培養費用、特許などの障壁があり、いつ
でもだれでも簡単にアクセスできる技術にはなっていません。

私たちは連携医療機関との共同研究を通じて、ヒトの血液か
ら安全で効率的に高活性化 NK 細胞を培養する技術を確立し、
膠芽腫に対する NK 細胞の抗腫瘍効果について研究してきまし
た。今後は、悪性脳腫瘍に対する NK 細胞治療の臨床応用を目
指しており、NK 細胞と抗がん剤、抗体薬、漢方薬等を組合わせ
ることでさらなる治療効果の向上を目指しています。
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いつでもだれでも利用できる高活性化 
NK細胞を用いた悪性脳腫瘍治療の開発
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